
（様式２）

氏名

１　教育目標

２　基本方針

３　指導目標

心も体も健やかで明るい子 思いやりがあり　心の優しい子 様々な経験を通して　主体的に遊ぶ子

感じる心　考える力がある子

評価基準
A:できている B:だいたいできている       C:あまりできていない    D:できていない Ｅ：わからない

達成
状況

自己評価の適切さ（関係者評価） 達成状況

A

入園当初に比べ子どもたちのあいさつが身について
きていることをうれしく思う。あいさつ運動の実施はよ
い活動なので続けてほしい。 A

B

身近な自然に親しむ機会は大切にしてほしい。レン
ゲ畑で泥に触れられる経験は貴重だと思う。身近な
生き物や植物に触れられる場所があれば情報提供
など、地域としても協力していきたい。

B

B

異年齢児との関わりがもてるような年長と年少とのペ
アも、今後もぜひ継続していってほしい。
運動会での様子を見ると、周りの友達を気遣い支え
合う姿が見られた。園全体の良い雰囲気が伝わっ
た。こどもたちはよく育っていると感じる。 A

B

核家族の人が多くなり、若い人の意識は昔とは変
わっていると思う。保護者も職員も同じだと思う。大変
だとは思うが、保護者に最も近い存在として寄り添い
ながら、こどものために頑張ってほしい。 B

B

園内に掲示している掲示物（ドキュメンテーション）の
量からも、忙しい中でもこどもたちのことを考えて熱心
に取り組まれていることがよくわかる。これからもこども
たちにとって最も良い方向になるようお願いしたい。

A

令和６年度　学校園評価シート
加古川市立別府町幼稚園

心豊かに学び合い　育ちあうこどもの育成

基本的生活習慣の確立と情緒の安定を図る。

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を考慮して指導を行い、幼児が主体的に遊びを展開できるような環境を構成する。

幼児の特性や発達段階に応じた教育的ニーズを把握し、一人一人に応じた支援・指導を行う。

重点目標 評価項目 改善の方策

自分の思いを伝え　素直に表現する子

①基本的生活習慣の確
立を図る。

◎元気に挨拶をする、自分
の身の回りのことを自分でし
ようとする等、自立心が育っ
ているか。

・挨拶運動を取り入れたことで挨拶への意識が高まった。挨拶当番を通して挨拶の
気持ちよさやつながりを感じられるようになり、元気に挨拶ができるようになってきた。
次年度も継続して行いたい。
・長期休み明けなどは生活リズムを取り戻すのに時間がかかった。家庭でも身の回り
のことは自分でするという意識を、親子でもてるように啓発していく必要がある。

②道徳性の芽生えを培
う。

◎身近な自然や環境に親し
み、驚きや発見から感動する
心、命を感じる思いやりの心
が育っているか。

・身近な自然や環境に触れ、親しんで遊ぶことはできたが、命を感じることはまだ課
題が残る。主体的に植物を大切に育てたり、自分と同じように命ある生き物を大切に
しようと思う気持ちを育てるには、日々幼児が意識をもつことができるように働きかけ
が必要だった。

⑤職員の資質向上を目
指す。

◎職員同士が園内で遊びや
活動の連携、幼児について
の共通理解に努め、保育に
生かすことができたか。

・幼児についての共通理解ができるよう、降園後などに園全体で話をすることに努め
てきた。また、遊びや活動の連携についても全職員での共通理解のため、余裕を
もって事前に会議を行うようにしてきたが、臨機応変な対応が必要な場面も多く、連
携できていないこともあった。反省点は今後にいかせるようにその都度話し合い、次
年度はより一層共通理解に努めたい。

③思いやりの心をもち、
自立と協同の態度を培
う。

◎友達や異年齢の幼児との
遊びを通して相手の気持ち
を知り、時には挫折や葛藤を
味わいながら気持ちをコント
ロールし、相手の気持ちを尊
重しようとする心が育ってい
るか。

・様々な遊びを考え、集団で遊ぶ姿が多く見られた。その中で、意見が違ってもそれ
ぞれの思いを伝え合いながら協力して遊びを進めている。トラブルになった時も教
師にすぐに訴えるのではなく、友達が仲裁に入って双方の意見を聞き、自分たちで
解決する力もつき始めている。
・異年齢交流の面では、年長・年少の仲良しペアは決めていたが行事などの場面に
とどまり、、好きな遊びで関わりをもつところまで発展することは難しかった。

④家庭との連携を図る。 ◎園での生活の様子や成長
を伝えたり、子育ての不安や
悩みを受け止めたりして、地
域の子育てセンター的な役
割を果たしているか。

・降園時などに保護者と話す機会を意識してもつようにし、活動内容だけではなく、
幼児の具体的な姿や成長と課題、特に年長児には小学校でのどんな力につながる
のかを意識して話すように務めた。また、家庭で困っていることや不安などを受け止
め、より良い方向を考えていけるように連携を図ることができた。しかし職員の経験に
よる差が大きいため、園全体で支えていくことを意識する必要がある。


